
令和７年度は小学部に２名、中学部に２名、高等部に１名の新入生を迎え、全校児童生徒４２名でスタ

ートしました。進路指導は、職場見学や現場実習などの学習というイメージが強かもしれませんが、「あ

いさつ、返事」「身だしなみ」「きまりを守る」「活動へ参加する」など身近にある事柄のほとんどが、実

は進路指導と深く関係しています。本校では、身近な進路指導から地域、関係機関との連携まで幅広い

進路指導の充実を目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

     

 

 

 

 

 

 

○進路だよりのタイトルを新しくしました。 

「鷹乃学習」・・ 
 

進 路 先 

北秋田市障がい児者地域生活支援拠点施設「あいライン」 

（歩行運動、個別課題） 

居宅介護支援事業所 一番星 きらら 

（お茶出し、個別課題） 

（株）タクト北秋営業所 

（清掃） 

障害者就労支援施設 就労継続A型・B型事業所 どじょっこハウス 

（清掃、縫製） 

比内支援学校たかのす校 進路指導だより  

             令和７年４月１８日発行  

令和７年３月 高等部卒業生の進路状況 

 
・進路指導主事   港拓哉(高等部)        ・進路指導部員   畠山晃菜（高等部） 

・進路指導部員   藤田泰幸（中学部）      ・進路指導部員   竹田泰生（小学部） 

 

 

今年度の進路指導部員 

身近な進路学習や地域と連携した支援、進路に関する情報提供など、一人ひとりのニーズに

合った進路指導を目指します。よろしくお願いします。 

たかすなわちわざをなす 

鷹乃学習 

「たかすなわちわざをなす」と読みます。「鷹の幼鳥が飛び方を覚える」という

意味から、たかのす校の児童生徒がたかのす校で飛び方を覚え、社会に飛び

立っていく姿に願いを込めています。 

 


